B5用紙

（個人）　　　　　　　　　　　　　　　　（報告　赤石　　　）　

	山（山域・ルート）日光白根山


【日時】１７年　９月１２日（月）日帰り　
【メンバー】

赤石、その他１名　　　
（計　２　名）
【行動記録】

5:00武銀新白岡支店発…8:00菅沼茶屋Ｐ…8:20出発…弥陀ヶ池9:50…山頂10:30～11:30…前白根12:20～12:30…五色山12:50…国境平13:10…笈吊岩13:40～13:50…金精峠14:20～14:30…菅沼Ｐ15:00～15:10…光徳牧場15:30～16:00…夕飯18:00～18:40…19:50帰宅　　　　　　　　　　　　　　

上り　２時間　下り　3.5　時間
【装備・食料等】

帽子、防寒具、昼食、行動食、水１Ｌ、地形図、コンパス、保険証、

救急ｾｯﾄ、細引き、雨具、ヘッドライト、ツェルト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【感想】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　職場に山に関心示す若者あり、私も奥白根はまだ登ってないので山靴買わせてGO。朝暗いうちの出発は久しぶり。渡良瀬辺りより日光連山すべてくっきり。古賀志山を右に流し、例幣使街道の重厚な杉並木をくぐる。日光から見上げる男体山も上の方は黄や橙がポツンとみられる。空いていて爽快なＲ120。ちょっと戦場ヶ原に寄るとホザキシモツケが。菅沼Ｐでは、登山者が10数人！平日になぜ？

連れに先を行かすとあり余った体力をフルにドンドン登る。いつまでモつかとうかがっていると、弥陀ヶ池の手前で一回水飲んだだけ2時間で頂上。こっちの太股もパンパンだ。途中ゴゼンタチバナの赤い実がちらほら、カニコウモリとコウモリソウの群落があった。池に沿った所にトリカブトの仲間が沢山。直下の岩場では振り返ると遥かに飯豊連峰までが！燧ヶ岳、会津駒、帝釈山地、２ヶ月前に行った奥鬼怒湿原も草紅葉が見える。頂は湯元から登って来た人でいっぱい。ちょっと休んでからまた北方を望むともう飯豊は見えなかった。暑く日差しが強い。風は秋の気配で幾分肌寒いが、陽がジリジリ。東は上を雲に隠した男体山、太郎。西は谷川、武尊まで、南は赤城、皇海山まで。

ゆっくりしているとドンドン登ってくる。団体が来ているようだ。学生も多い。静かな予定が全然違う。体力自慢の連れがまだまだでもっと疲れたい様なので、下山を静かそうな前白根、金精経由に取る。東に下りるとハンゴンソウがいっぱい。避難小屋付近にハクサンフウロ。前白根から先は大変静か。五色山からは、昼下がりの陽にコバルトブルー～エメラルドグリーンに輝く弥陀ヶ池がまぶしい。奥白根の北面ガレ場一帯の陰影濃いレリーフとの構図が最高！

一歩金精方面へ踏み出すととたんに道がか細くなる。笹で覆われ足元が見えない程だ。いいペースで歩いても、地図上のコースタイムとあまり変わらない通過である。登降を繰り返す荒れた尾根で、連れもついには弱音を吐き始める。最後のピーク笈吊岩（金精山）で、持ってきた水物はお茶ばっかりで腹が気持ち悪いと言う。自分の水を連れに飲ませる。目前に温泉（ゆせん）岳が凛々しい。湯元温泉、湯の湖が真下に見える。ここからの下りがかなり荒れており注意しながらのトラバースもあるがなかなか楽しい。

金精峠でやっと急にしっかりした道と合流。飴がおいしい。連れは平らな岩の上にもたれて居眠りリラックス。その体にアキアカネが休んでいる。羽の表面が虹色にチラチラきらめく。真下の国道からバイクのブンブンが甲高くこだまする。「ほい！あと３０分下るだけ！」気合を入れ小走りに下る。昔の峠道なのだろう大変いい道。小走りでもほぼコースタイムどおりの２５分で駐車場。このタイムの記録者は健脚者だ。登りのタイムとのギャップがちょっと気になる。

帰りは光徳牧場に寄り、特製のアイスと牛乳を。アイスが後だと喉が渇くと思い、先にアイス次に牛乳。うまい。しかし飲み終わった後、隣でカップルが牛乳飲んで「この牛乳あっま～い！」と。そっか、先にアイス食べたから牛乳の甘さなんか分からん・・・。「疲れましたよ」「歩くの早すぎるんだよ」「えっ！あれで速すぎるんすか？遅すぎだと思ってた。」｢速すぎ！もっとゆっくりじゃなくちゃもったいないじゃん！楽しみにきてるのに。｣　帰りは通勤ラッシュにもまれ、佐野らーめんを食べて帰る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
